
緊急時もプライバシー保護を！ 

～南消防署救急隊が消防機器を開発！～ 

【開発経緯】 

 緊急時におけるプライバシーの保護は、全国的に多くの課題があり、昨今では事

件事故が起きるたびにＳＮＳや動画サイト等に画像等が投稿されている状況です。  

このような状況の中で、消防隊員は傷病者のプライバシー保護に配慮しながら活

動しなければなりません。このことを踏まえ相模原市南消防署では、救急活動に支

障なく効果的にプライバシー保護を行い、更に傷病者に安心感を与えることができ

る対策を検討し、消防機器「ストレッチャー用プライバシー保護カバー」を開発し

ました！今年５月からは現場活動で実用性の検証を行っているところです。 

【開発品の概要】 

 プライバシー保護が必要な状況の傷病者に使用し、顔面部を中心に覆い隠すことにより、公共の場にお

いて傷病者のプライバシーを保護するものであり次の機能を有しています。 
（１）常に使用ができるようストレッチャーの頭部側に備え付け、コンパクトに収納が可能 （２）可変カバー機能を搭載 

（３）カバーは軽量化、耐久性及び汚損した際の交換を考慮し不織布を使用 （４）安全面に配慮し支点となるステーにチ

ューブを使用 （５）仰臥位（寝た状態）にも座位（座っている状態）にも対応が可能 （６）カバー使用時も救急隊が行

う観察や処置が可能 （７）直射日光や雨・雪をよけるために活用することも可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開発品の受賞】 

当該開発品は、一般財団法人全国消防協会が主催する「平成３０年度消防機器の改良及び開発並びに

消防に関する論文」機器部門において、厳正な審査のうえ優秀と認められ「優賞」を獲得し、去る５月

２９日（水）、福岡市内で授賞式が行われました。 

 

消防局では、今後も市民の皆様の期待に応えられる活動を目指し引き続き各消防業務に取り組んでま

いります。 
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プライバシー保護カバー設定状況 


